
　

本
年
一
月
十
八
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
新
宿
区
立
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
第
六
十
三
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
交
通
安
全
活
動
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
個
人
や
団

体
、
長
年
に
わ
た
っ
て
無
事
故
・
無
違
反
運
転
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
優
良

運
転
者
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
緑
十
字
金
章
、
同
銀
章
表
彰
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
最
後
に
大
会
宣
言
文
を
採
択
し
て
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
次
の
六
名
の
方
々
及
び
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
ご
功
績
と
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者

徳
島
中
央
交
通
安
全
協
会　

沖
津　

峰
子

優
良
運
転
者

三
好
交
通
安
全
協
会　
　
　

森
本　
　

劭

交
通
安
全
功
労
者

徳
島
中
央
交
通
安
全
協
会　

山
橋　

諄
亮

交
通
安
全
功
労
者

海
部
郡
交
通
安
全
協
会　
　

山
西　

公
彦

交
通
安
全
功
労
者

阿
波
市
交
通
安
全
協
会　
　

中
川　

芳
晴

優
良
運
転
者

吉
野
川
市
交
通
安
全
協
会　

瀬
尾　

定
義

令
和
五
年  

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
運
転
者
（
同
乗
者
を
含
む
）
に
呼
び
か
け
る
も
の

　
　
運
転
は 

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
の 

二
刀
流

○
歩
行
者･

自
転
車
利
用
者
に
呼
び
か
け
る
も
の

　
　
自
転
車
に 

乗
る
な
ら
必
ず 

ヘ
ル
メ
ッ
ト

○
子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
も
の

　
　
ぺ
だ
る
こ
ぐ 

ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う 

へ
る
め
っ
と

緑
十
字
金
章
（
敬
称
略
）

緑
十
字
銀
章
（
敬
称
略
）

優
良
団
体
等
表
彰

　

交
通
安
全
優
良
事
業
所　
　
　
　

阿
南
自
動
車
学
校

　

交
通
安
全
優
良
学
校　
　
　
　
　

徳
島
市
立
高
等
学
校

　

優
良
交
通
安
全
協
会　
　
　
　
　

海
部
郡
交
通
安
全
協
会

　

優
良
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会　

美
馬
地
区
安
全
運
転
管
理
協
議
会

令
和
四
年
度

交
通
安
全
功
労
等
表
彰
で

栄
え
あ
る
受
章
者
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令
和
四
年
六
月
十
一
日
（
土
）、
徳
島
県
二
輪
車

安
全
運
転
講
習
会
が
、
板
野
郡
松
茂
町
の
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
試
験
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
習
会
に
あ
っ
て
は
、
二
輪
車
運
転

者
の
安
全
運
転
技
術
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
バ
イ
ク

愛
好
家
等
、
県
内
外
か
ら

二
十
九
名
が
参
加
し
、
普

通
二
輪
ク
ラ
ス
（
四
〇
〇

Ｃ
Ｃ
未
満
）、
大
型
二
輪
ク

ラ
ス
（
四
〇
〇
Ｃ
Ｃ
以
上
）

に
分
か
れ
て
、
ス
ラ
ロ
ー

ム
や
八
の
字
コ
ー
ス
、
一

本
橋
走
行
な
ど
の
講
習
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
は
、
令
和
四
年
度
「
定
期
理
事
会
（
五
月
二
十
七
日

～
ザ 

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
）」
及
び
「
定
時
総
会
（
六
月
十
五
日
～
ザ 

グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
県
内
各
地
区
正
会
員
、
理
事
及
び
監
事
が
出
席
し
、　　
　
　

　

・ 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支
決
算
報
告

　

・ 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
案
及
び
同
収
支
予
算
案

等
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案

も
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
で
は
、
阿
波
市

交
通
安
全
協
会
会
長
岡
村
清
氏
を
、
理

事
に
選
任
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
に
は
、
警
察
本
部
か
ら
、

多
田
交
通
部
長
、
黒
𥔎
交
通
部
参
事
官

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、
挨
拶
を
賜

り
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、
中
山
副
会
長
が
、

「
交
通
安
全
宣
言
（
案
）」
を
朗
読
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
社
）徳
島
県
安
全
協
会

定
期
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催

　自転車は車の仲間
です。自転車の安易
なルール無視によって
車との交通事故では
被害者に、歩行者と
の交通事故では加害
者になる可能性があり
ます。

　自転車安全整備店で点検・整備を受
けるとＴＳマークを貼付してくれます。
　ＴＳマークは赤色と青色があり、貼付
後 1 年間は、赤色ＴＳマークは上限１億
円の賠償責任保険が付きます。過去の
自転車事故では、数千万円から１億円近
い賠償金支払いの裁判例があります。

令
和
四
年

交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
小
・
中
学
生
か
ら
交
通
安

全
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
四
十
三
校
二
九
九
名
、
中
学

校
三
十
一
校
二
七
七
名
か
ら
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
五

点
、
佳
作
二
十
五
点
を
選
び
、
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

◎
優
秀
作
受
賞
者
（
小
学
生
三
名
・
中
学
生
二
名
）

　
　
鳴
門
市
第
一
小
学
校
六
年　

村
中
千
英
里
「
や
わ
ら
か
い
心
で
事
故
防
止
」

　
　

牛
島
小
学
校
一
年　
　
　

笹
倉　

晴
澄
「
こ
う
つ
う
ル
ー
ル
に
つい
て
か
ん
が
え
た
こ
と
」

　
　

三
島
小
学
校
五
年　
　
　

木
下　

凜
果
「
家
族
や
他
人
の
命
を
守
る
た
め
に
」

　
　

徳
島
文
理
中
学
校
三
年　

吉
本　

光
輝
「
思
い
や
り
の
心
で
事
故
ゼ
ロ
に
」

　
　

半
田
中
学
校
一
年　
　
　

鎌
倉　

花
凪
「
心
と
時
間
の
ゆ
と
り
」

　
「
も
う
免
許
証
返
す
け
ん
な
」
と
急
に

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
族
に
言
っ
た
の

は
半
年
く
ら
い
前
で
私
は
そ
の
時
は
何

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
小
さ

い
頃
か
ら
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
車
を
運

転
し
て
も
ら
っ
て
お
買
い
物
へ
出
か
け
た

り
、
学
校
へ
の
送
り
む
か
え
も
い
つ
も
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
朝
早
く
か

ら
仕
事
へ
行
く
た
め
に
、
小
学
校
三
年
生

く
ら
い
ま
で
は
、
代
わ
り
に
ほ
と
ん
ど
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
車
で
移
動
で
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
八
十
六
才

に
な
り
ま
す
。
二
十
代
の
頃
か
ら
車
に

乗
っ
て
い
る
の
で
約
六
十
年
以
上
も
運
転

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
免
許

証
を
返
す
こ
と
に
つ
い
て
は
家
族
が
勧
め

た
わ
け
で
な
く
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
本

人
が
決
め
た
事
で
し
た
。

　

最
近
、
毎
日
の
様
に
高
れ
い
者
の
交
通

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
の
を
目

に
し
ま
す
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
ふ

み
違
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
失
わ
れ
た
命

も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

も
う
二
年
前
く
ら
い
か
ら
、
私
も
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
運
転
す
る
車
に
は
乗
っ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
乗
せ
て
く

れ
て
い
た
時
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の
「
仕
方
な
い
け
れ
ど
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

と
や
っ
ぱ
り
こ
わ
い
」
と
い
う
言
葉
を
何

度
か
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
現
実
的
に
い
な
か
で
は
都
会
の
よ
う

に
交
通
機
関
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら
移
動

が
大
変
と
い
う
こ
と
も
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
聞
い
て
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
で
は
高
れ
い
者
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
公
共
バ
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
や

は
り
よ
く
調
べ
て
み
る
と
大
ぜ
い
の
方
が

利
用
し
て
い
る
た
め
に
時
間
に
き
び
し
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
り
、
前
も
っ
て
予
約
が

必
要
だ
と
か
好
き
な
所
へ
今
ま
で
の
様
に

自
分
の
思
う
通
り
に
行
け
る
と
い
う
訳
で

も
な
い
み
た
い
で
す
。
免
許
証
を
返
す
と

家
族
に
言
っ
た
時
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
顔
は
少
し
さ
み
し
そ
う
な
不
安
な
表
情

に
も
見
え
ま
し
た
。「
何
か
を
手
放
す
こ

と
っ
て
勇
気
が
い
る
ん
だ
よ
」
と
お
母
さ

ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
も
よ

く
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
内

容
で
も
あ
り
、
い
な
か
で
は
特
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
と
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
場
合

は
近
く
に
家
族
が
い
る
の
で
お
買
い
物
も

一
緒
に
行
っ
た
り
な
ど
で
き
、
免
許
証
を

返
し
て
も
大
じ
ょ
う
夫
そ
う
で
す
が
、
周

り
に
は
た
く
さ
ん
の
な
や
み
を
持
っ
た
高

れ
い
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
達
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

ん
だ
な
と
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。「
免

許
証
を
手
放
す
こ
と
は
不
安
や
け
ど
交
通

事
故
を
防
ぐ
解
決
さ
く
に
な
っ
て
良
か
っ

た
」
と
家
族
が
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、

私
は
少
し
ほ
っ
と
し
た
の
と
同
時
に
勇

気
を
出
し
て
一
歩
ふ
み
出
す
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
高

れ
い
者
の
方
に
限
ら
ず
、
私
か
ら
も
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
私
達
も
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
り
自
分
の
命
を
大
切
に
し
ま

す
。
だ
か
ら
ど
う
か
運
転
し
て
い
る
方
々

も
人
事
と
は
思
わ
ず
、
命
を
大
切
に
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
正
し
く
安
全
に
運
転
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「
家
族
や
他
人
の
命
を

守
る
た
め
に
」

三
島
小
学
校
五
年
　
　

木
下
　
凛
果

　

令
和
四
年
十
月
二
十
二

日
（
土
）、「
高
齢
者
自

転
車
安
全
運
転
競
技
大

会
」
が
徳
島
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
競
技
大
会
に
は
、

十
一
チ
ー
ム
計
六
十
一
人

が
参
加
し
、
実
技
テ
ス
ト

と
学
科
テ
ス
ト
の
総
合
得

点
で
競
い
ま
し
た
。

　

○ 

一
位　

北
島
町
い
き
い
き
倶
楽
部
チ
ー
ム

　

○ 

二
位　

上
板
令
和
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム　
　

　

○ 

三
位　

藤
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム　

高
齢
者
自
転
車
安
全
運
転
競
技
大
会
の
開
催

徳
島
県
二
輪
車
安
全
講
習
会
の
開
催

◎
佳
作
受
賞
者

　【
小
学
生
】
十
五
名
　（
順
不
同
）

　
　
南
井
上
小
学
校
三
年　

河
野　

匠
真　
　

石
井
小
学
校
三
年　

源　
　

晴
翔

　
　
南
井
上
小
学
校
四
年　

竹
内　

才
結 

高
川
原
小
学
校
六
年　

吉
岡
虎
太
朗

　
　

松
茂
小
学
校
四
年　

酒
井　

勝
瑛　
　

鴨
島
小
学
校
六
年　

岩
倉　

莉
子

　
　

応
神
小
学
校
四
年　

佐
藤　

結
菜　
　
飯
尾
敷
地
小
学
校
五
年　

阿
部　

心
暖

　
　
大
津
西
小
学
校
三
年　

杉
本　

怜
華　
　
江
原
南
小
学
校
四
年　

三
宅　

史
織

　
　
鳴
門
西
小
学
校
三
年　

橋
本
瑚
都
羽　
　

箸
蔵
小
学
校
二
年　

沖　

沙
也
子

　
　

撫
養
小
学
校
六
年　

朝
田　
　

詩　
　

箸
蔵
小
学
校
二
年　

國
金　

大
悟

　
　
板
東
東
小
学
校
六
年　

藤
井
あ
い
り

　【
中
学
生
】　
十
名
　（
順
不
同
）

　
　
鳴
門
教
育
大
学
付
属
中
学
校
二
年　

阿
部　

真
優 

高
浦
中
学
校
三
年　

相
田
真
奈
香

　
　
鳴
門
教
育
大
学
付
属
中
学
校
一
年　

真
田　
　

蓮 

鴨
島
第
一
中
学
校
一
年　

近
藤　

愛
海

　
　
加
茂
名
中
学
校
三
年　

日
野
あ
お
い 

阿
波
中
学
校
一
年　

山
下　

智
歌

　
　
鳴
門
市
第
二
中
学
校
一
年　

和
田
津
秀
太 

阿
波
中
学
校
二
年　

佐
藤　

聖
真

　
　

鳴
門
中
学
校
二
年　

先
田
航
太
朗 

貞
光
中
学
校
一
年　

田
中　

祐
樹

自転車に安全安心の
ＴＳマークが付いていますか

自転車に安全安心の
ＴＳマークが付いていますか

	 ⑶	 令和５年２月発行	 徳島安協ニュース 	 第135号	 ⑵

令和五年  交通安全スローガン
○運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの

　運転は  ゆとりとマナーの  二刀流
○歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの

　自転車に  乗るなら必ず  ヘルメット
○子どもたちに交通安全を呼びかけるもの

　ぺだるこぐ  ぼくのあいぼう  へるめっと


